
(57)【要約】

　【課題】　ドライ加工において、切削屑のすくい面と

刃溝への溶着を十分に抑制するとともに、維持費等がよ

り安価なドライ加工用工具及びドライ加工用ドリルの製

造方法を提供する。

　【解決手段】

　加工刃部１６にダイヤモンド皮膜１７が形成されたダ

イヤモンド皮膜付のドライ加工用ドリル１０である。た

だし、加工刃部１６のうち刃面を構成するすくい面１４

や、外周面１６にはダイヤモンド皮膜１７が形成されて

いるが、シンニング面１１や逃げ面１２や３番面１３に

はダイヤモンド皮膜１７が形成されていない。これによ

り、シンニング面１１や逃げ面１２や３番面１３を容易

に再研磨することができる。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
加 工 刃 部 の 表 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る ド ラ イ 加 工 用 工 具 で あ っ て 、
　 前 記 加 工 刃 部 の う ち 再 研 磨 が 必 要 な 刃 部 に は 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い
こ と を 特 徴 と す る ド ラ イ 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ド ラ イ 加 工 用 工 具 は 、 前 記 加 工 刃 部 に 少 な く と も 逃 げ 面 を 有 す る ド リ ル 状 工 具 で あ り
、 前 記 逃 げ 面 に 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い こ と を 特 徴 す る 請 求 項 １ に 記 載
の ド ラ イ 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 加 工 刃 部 に は ３ 番 面 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ３ 番 面 に は 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成
さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ド ラ イ 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 加 工 刃 部 に は シ ン ニ ン グ 面 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 シ ン ニ ン グ 面 に は 前 記 ダ イ ヤ モ ン
ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の ド ラ イ 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
被 加 工 材 を 加 工 す る た め の 加 工 刃 部 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る ド ラ イ 加 工 用 ド
リ ル の 製 造 方 法 に お い て 、
　 工 具 母 材 の 前 記 加 工 刃 部 と な る こ と が 予 定 さ れ て い る 加 工 刃 部 予 定 部 分 に す く い 面 を 形
成 す る す く い 面 形 成 工 程 と 、
　 前 記 す く い 面 が 形 成 さ れ た 前 記 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 表 面 に 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成
す る 皮 膜 形 成 工 程 と 、
　 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ た 前 記 加 工 刃 部 予 定 部 分 か ら シ ン ニ ン グ 面 あ る い は 逃
げ 面 を 形 成 す る 刃 付 け 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ た 前 記 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 先 端 部 分 を 切 断 す る 先 端 落 し
工 程 を さ ら に 有 し 、 前 記 皮 膜 形 成 工 程 の 後 に 前 記 先 端 落 し 工 程 を 行 い 、 そ の 後 に 前 記 刃 付
け 工 程 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル に 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ド ラ イ 加 工 用 工 具 と ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 機 械 加 工 分 野 の 環 境 保 全 へ の 取 り 組 み と し て 、 ド ラ イ 加 工 技 術 が 活 発 に 研 究 ・ 開
発 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ド ラ イ 加 工 技 術 と は 、 加 工 時 に お け る 切 削 油 の 使 用 を 行 わ な い よ
う に し た り 、 切 削 油 と し て 微 量 の ミ ス ト を 用 い る よ う に し た も の で あ る 。 こ の よ う に 、 ド
ラ イ 加 工 に お い て は 切 削 油 の 使 用 量 が 全 く な い か 、 非 常 に 少 な い の で 環 境 に 対 し て や さ し
い 加 工 技 術 で あ る と 言 え る 。 な お 、 切 削 油 を 全 く 使 用 し な い も の を 完 全 ド ラ イ 加 工 と い い
、 微 量 ミ ス ト を 使 用 す る も の を セ ミ ド ラ イ 加 工 と い う 。 本 明 細 書 に お い て は 、 こ れ ら 完 全
ド ラ イ 加 工 と セ ミ ド ラ イ 加 工 を 含 め て ド ラ イ 加 工 と す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 ア ル ミ 材 等 を ド リ ル 加 工 す る と 、 ド リ ル 加 工 に よ り 生 じ た ア ル ミ 材 の 切
削 屑 が 当 該 ド リ ル の す く い 面 や 刃 溝 に 溶 着 し 、 す く い 面 や 刃 溝 が 切 削 屑 に よ り 塞 が れ や す
い 。 ド リ ル の す く い 面 や 刃 溝 が 切 削 屑 で 塞 が れ る と 、 ド リ ル が 折 損 す る 可 能 性 も あ る の で
、 す く い 面 や 刃 溝 へ の 切 削 屑 の 溶 着 を 可 及 的 に 抑 制 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な す く い 面 や 刃 溝 へ の 切 削 屑 の 溶 着 を 抑 制 す る 技 術 と し て 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０
２ － ７ ９ ４ ０ ６ 号 公 報 （ 下 記 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 ド リ ル の 加 工 刃 部 全
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体 を 超 微 結 晶 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 で 覆 う 技 術 が あ る 。 こ の よ う に 、 ド リ ル の 加 工 刃 部 全 体 に
ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を コ ー テ ィ ン グ す る こ と で 、 ド リ ル の す く い 面 や 刃 溝 と 被 加 工 材 の 切 削
屑 と が 溶 着 す る こ と を 防 止 し 、 ひ い て は 、 す く い 面 や 刃 溝 に お け る 切 削 屑 詰 ま り を 抑 制 す
る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 完 全 ド ラ イ で の 高 能 率 加 工 が 実 現 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ７ ９ ４ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 ド リ ル 状 工 具 の 切 れ 味 が 使 用 初 期 よ り 劣 っ て く る と 、 加 工 刃 部 を 再 研 磨 す る 必
要 が あ る が 、 こ の 加 工 刃 部 の 再 研 磨 は ド リ ル の 加 工 刃 部 の シ ン ニ ン グ 面 や 逃 げ 面 や ３ 番 面
に 対 し て 行 な わ れ る も の で あ る 。 し か し な が ら 、 前 述 し た よ う な 従 来 技 術 に お い て は 、 加
工 刃 部 の す く い 面 や 刃 溝 以 外 に 、 シ ン ニ ン グ 面 や 逃 げ 面 や ３ 番 面 に も ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が
形 成 さ れ て い る 。 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 は そ の 硬 度 が 非 常 に 大 き い た め 、 工 具 を 再 研 磨 す る に
際 し て 、 シ ン ニ ン グ 面 や 逃 げ 面 や ３ 番 面 を 再 研 磨 し に く い 。 し た が っ て 、 工 具 の 加 工 精 度
が 低 下 し た 場 合 な ど に 、 工 具 の 加 工 刃 具 を 取 り 替 え る 必 要 が あ り 、 刃 具 費 が 非 常 に 高 価 に
な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 前 述 し た よ う な 問 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 ド ラ イ 加 工 に お い て 、 切
削 屑 の す く い 面 や 刃 溝 へ の 溶 着 を 十 分 に 抑 制 す る と と も に 、 維 持 費 等 が よ り 安 価 な ド ラ イ
加 工 用 工 具 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ は 、 加 工 刃 部 の 表 面 に ダ イ ヤ モ ン ド
皮 膜 が 形 成 さ れ て い る ド ラ イ 加 工 用 工 具 で あ っ て 、 前 記 加 工 刃 部 の う ち 再 研 磨 が 必 要 な 刃
部 に は 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る ド ラ イ 加 工 用 工 具 で あ
る 。 な お 、 本 明 細 書 中 に お い て 加 工 刃 部 と は 、 被 加 工 材 を 加 工 す る 部 分 の み を 直 接 的 に 指
す も の で は な い 。 つ ま り 、 加 工 刃 部 に は 、 被 加 工 材 の 母 体 に 直 接 接 触 せ ず 、 加 工 自 体 に は
関 与 し な い 部 分 も 含 ま れ る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 加 工 刃 部 は 、 被 加 工 材 を 直 接 加 工 す
る 刃 面 と 、 当 該 刃 面 を 被 加 工 材 か ら 逃 が す 逃 げ 面 を 有 す る も の と す る こ と が で き る 。 こ の
場 合 、 加 工 刃 部 の 逃 げ 面 は 、 被 加 工 材 の 加 工 に は 直 接 影 響 し な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 ド ラ イ 加 工 用 工 具 と は 、 セ ミ ド ラ イ 加 工 あ る い は 完 全 ド ラ イ 加
工 に お い て 使 用 さ れ る 工 具 の 総 称 で あ る 。 具 体 的 な 工 具 の 形 状 と し て は 、 ド リ ル 、 タ ッ プ
、 リ ー マ 、 エ ン ド ミ ル 等 を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 第 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ に お い て 、 前 記 ド ラ イ 加 工 用 工 具 は 、 前 記 加 工
刃 部 に 少 な く と も 逃 げ 面 を 有 す る ド リ ル 状 工 具 で あ り 、 前 記 逃 げ 面 に 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮
膜 が 形 成 さ れ て い な い も の と す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ド リ ル 状 工 具 の 逃 げ 面 と は 、 ド
リ ル 状 工 具 の 加 工 刃 部 に お い て 、 刃 部 の 強 度 、 ま た 刃 部 と 被 加 工 材 と の 摩 擦 を 考 慮 し た 上
で 、 刃 部 と 被 加 工 材 と の 角 度 を 適 正 に 保 つ た め に 加 工 刃 部 に 形 成 さ れ る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 第 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ に お い て 、 前 記 加 工 刃 部 に は ３ 番 面 が 形 成 さ れ
て お り 、 前 記 ３ 番 面 に は 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い も の と す る こ と が で き
る 。 こ こ で 、 ３ 番 面 と は 被 加 工 材 に 対 し て 加 工 刃 部 が 移 動 す る 際 に 、 加 工 刃 部 と 被 加 工 材
と が 干 渉 し な い よ う に 、 加 工 刃 部 に 形 成 さ れ る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 第 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ 又 は 第 ３ に お い て 、 前 記 加 工 刃 部 に は シ ン ニ ン
グ 面 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 シ ン ニ ン グ 面 に は 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い
も の と す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ド リ ル 状 工 具 の シ ン ニ ン グ 面 と は 、 加 工 刃 部 の 先 端 部
中 央 に 形 成 さ れ る 部 分 で あ り 、 こ の シ ン ニ ン グ 面 を 中 心 と し て 加 工 刃 部 の 径 方 向 に 被 加 工
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材 の 加 工 を 主 に 担 当 す る 刃 面 が 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 本 発 明 に お い て は 、 本 発 明 の 第 １ に
お い て 、 加 工 刃 部 の 逃 げ 面 と ３ 番 面 と シ ン ニ ン グ 面 の す べ て の 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形
成 さ れ て い な い も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 こ れ ら シ ン ニ ン グ 面 と 逃 げ 面 と ３ 番 面 と は 、 刃 面 の よ う に 主 に 加 工 を 担 当 す る 部
分 （ 面 ） で は な い が 、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 能 率 に は 非 常 に 影 響 を 与 え る 部 分 （ 面 ） で あ り
、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 能 率 が 低 下 す る と 再 研 磨 さ れ る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 ５ は 、 被 加 工 材 を 加 工 す る た め の 加 工 刃
部 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 工 具 母
材 の 前 記 加 工 刃 部 と な る こ と が 予 定 さ れ て い る 加 工 刃 部 予 定 部 分 に す く い 面 を 形 成 す る す
く い 面 形 成 工 程 と 、 前 記 す く い 面 が 形 成 さ れ た 前 記 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 表 面 に 前 記 ダ イ ヤ
モ ン ド 皮 膜 を 形 成 す る 皮 膜 形 成 工 程 と 、 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ た 前 記 加 工 刃 部
予 定 部 分 か ら シ ン ニ ン グ 面 あ る い は 逃 げ 面 を 形 成 す る 刃 付 け 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 第 ６ は 、 本 発 明 の 第 ５ に お い て 、 前 記 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ た
前 記 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 先 端 部 分 を 切 断 す る 先 端 落 し 工 程 を さ ら に 有 し 、 前 記 皮 膜 形 成 工
程 の 後 に 前 記 先 端 落 し 工 程 を 行 い 、 そ の 後 に 前 記 刃 付 け 工 程 を 行 う も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ に よ れ ば 、 ド ラ イ 加 工 用 工 具 に お い て 、 被 加 工 材 を 加 工 す る た め の 加 工 刃
部 の う ち 再 研 磨 が 必 要 な 部 分 に は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い の で 、 工 具 の 加
工 刃 部 を 容 易 に 再 研 磨 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ た 工 具
で あ っ て も 、 そ の 加 工 精 度 が 低 下 し た 場 合 な ど に は 、 工 具 の 加 工 刃 部 を 再 研 磨 す る こ と に
よ り 、 工 具 の 加 工 能 率 を 再 度 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 工 具 の 加 工 刃 具 を 取
り 替 え る 必 要 が な く な り 、 刃 具 費 が 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の よ う に 、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 刃 部 に お い て 、 逃 げ 面 に ダ イ ヤ モ ン
ド 皮 膜 を 形 成 し な い よ う に す る こ と で 、 ド リ ル 状 工 具 の 逃 げ 面 を 再 研 磨 す る の が 容 易 と な
る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 第 ３ の よ う に 、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 刃 部 に お い て 、 ３ 番 面 に お い て
も ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 し な い よ う に す る こ と で 、 ド リ ル 状 工 具 の ３ 番 面 も 再 研 磨 す る
の が 容 易 と な る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の よ う に 、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 刃 部 に お い て 、 シ ン
ニ ン グ 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 し な い よ う に す る こ と で 、 ド リ ル 状 工 具 の シ ン ニ ン グ
面 を 再 研 磨 す る の が 容 易 と な る 。 ド リ ル 状 工 具 に あ っ て は 、 シ ン ニ ン グ 面 を 有 す る も の と
有 さ な い も の の ２ 種 類 の 工 具 が あ る が 、 シ ン ニ ン グ 面 を 有 す る ド リ ル 状 工 具 の 場 合 は 、 加
工 精 度 が 低 下 す る と こ の シ ン ニ ン グ 面 も 再 研 磨 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 シ ン ニ ン グ
面 を 有 す る ド リ ル 状 工 具 の 場 合 は 、 こ の シ ン ニ ン グ 面 に も ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 し な い
よ う に す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 シ ン ニ ン グ 面 と 逃 げ 面 と ３ 番 面 の う ち の す べ て の 面 に お い て 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮
膜 を 形 成 し な い よ う に す る こ と で 、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 刃 部 を 再 研 磨 す る の が よ り 一 層 容
易 と な る 。 こ れ に よ り 、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 能 率 が 低 下 し て も 、 ド リ ル 状 工 具 の 加 工 刃 部
を 交 換 す る 必 要 が な く 、 刃 具 費 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 砥 石 に よ り ド リ ル
状 工 具 の 加 工 刃 部 を 研 磨 す る に 際 し て 、 研 磨 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る と と も に 、 加 工
刃 部 の 表 面 に 形 成 さ れ て い る ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 に よ り 砥 石 自 体 へ の 損 傷 を 抑 制 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ５ に お い て は 、 上 記 し た よ う な 本 発 明 に か か る ド ラ イ 加 工 用 工 具 の う ち 、 ド
リ ル 状 の 形 状 を 有 す る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル を 製 造 す る こ と が で き る 。 従 来 の ド ラ イ 加 工 用
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ド リ ル の 製 造 方 法 に あ っ て は 、 該 ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 加 工 刃 部 の 形 状 を 完 全 に 形 成 し た
後 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を コ ー テ ィ ン グ し て い る の で 、 加 工 刃 部 の 全 体 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜
が 形 成 さ れ て し ま わ ざ る を 得 な い 。 ま た 、 加 工 刃 部 の う ち ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 必 要 な 面 の
み に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 す る こ と も 不 可 能 で は な い が 、 例 え ば 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が
必 要 な い 面 を マ ス キ ン グ し た り す る 必 要 が あ り 、 作 業 が 非 常 に 煩 雑 と な る 。 そ こ で 本 発 明
の よ う に 、 工 具 母 材 か ら 加 工 刃 部 の ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 必 要 な 部 分 （ 具 体 的 に は 、 被 加 工
材 を 切 削 す る 刃 面 、 す く い 面 ， 刃 溝 等 ） の み を ま ず 形 成 し 、 加 工 刃 部 の 全 体 を 形 成 す る 前
に 当 該 加 工 刃 部 と な る 予 定 の 加 工 刃 部 予 定 部 分 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 し た あ と 、 加 工
刃 部 の う ち ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 必 要 な い 部 分 （ 具 体 的 に は 、 シ ン ニ ン グ 面 、 逃 げ 面 、 ３ 番
面 ） を 形 成 す る よ う に す る こ と で 、 特 に 煩 雑 な 作 業 を 行 う こ と な く 、 加 工 刃 部 の う ち ダ イ
ヤ モ ン ド 皮 膜 が 必 要 な い 部 分 に は ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い ド ラ イ 加 工 用 ド リ
ル を 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。 な お 、 ド リ ル 状 工 具 に お い て 、 加 工 刃 部 に 形 成 さ れ る
す く い 面 と 刃 溝 は 幾 何 学 的 に 同 一 の 面 を 構 成 す る の で 、 以 下 、 こ れ ら を す く い 面 と 総 称 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ に お い て は 、 先 端 落 し 工 程 を さ ら に 有 す る こ と で 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮
膜 が 形 成 さ れ た 加 工 刃 部 予 定 部 分 か ら 容 易 に 逃 げ 面 、 ３ 番 面 、 シ ン ニ ン グ 面 を 形 成 す る こ
と が で き る 。 こ れ は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ た 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 先 端 を 切 断 加 工
に よ り 落 と す こ と で 、 先 端 部 の 一 部 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い 状 態 の 加 工 刃
部 予 定 部 分 を 形 成 す る こ と が で き 、 刃 付 け 工 程 に お け る ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 の 影 響 を な く す
こ と が で き る た め で あ る 。 な お 、 先 端 落 し 工 程 に お い て は 、 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 先 端 を 切
断 す る 際 の 取 り 代 を 大 き く と る こ と が で き る た め 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る 状
態 の 加 工 刃 部 予 定 部 分 か ら 直 接 刃 付 け す る 場 合 よ り も 、 比 較 的 簡 単 に 加 工 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 用 い て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 は 、 ド リ ル 、 タ
ッ プ 、 バ イ ト 、 エ ン ド ミ ル な ど の 種 々 の 切 削 工 具 に 適 用 で き る も の で あ る が 、 こ こ で は 特
に ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル に 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の
製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 一 例 を 、 該 ド ラ イ 加 工 ド リ ル の 先 端 側
（ 上 方 側 ） か ら 見 た 平 面 図 と 側 方 側 か ら 見 た 平 面 図 を 示 す も の で あ る 。 図 １ に 示 す ド ラ イ
加 工 用 ド リ ル １ ０ （ 以 下 、 単 に ド リ ル １ ０ と す る ） は 、 加 工 刃 部 １ ６ に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜
１ ７ が 形 成 さ れ て い る ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 付 ド リ ル で あ る 。 図 １ に お い て 斜 線 で 示 す 部 分 が
ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 部 分 で あ る 。 こ の よ う に 、 加 工 刃 部 １ ６ の う ち 刃
面 を 構 成 す る す く い 面 １ ４ や 、 外 周 面 １ ６ に は ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い る も
の の 、 シ ン ニ ン グ 面 １ １ や 逃 げ 面 １ ２ や ３ 番 面 １ ３ に は ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ
て い な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 工 具 母 材 の 表 面 に 形 成 さ れ る ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ は 、 Ｃ Ｖ Ｄ に よ り 形 成 さ れ る 一 般 的
な ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 で あ る 。 そ の 膜 厚 は 、 ５ μ ｍ ～ ２ ０ μ ｍ の も の を 採 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う な ド リ ル １ ０ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 鋳 物 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 銅 、 銅 合 金 な ど の
非 鉄 金 属 の 切 削 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る も の で あ る 。 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ る
前 の 工 具 母 材 と し て は 、 超 硬 合 金 が 好 適 に 採 用 す る こ と が で き る 。 そ れ 以 外 に は 、 サ ー メ
ッ ト や セ ラ ミ ッ ク 等 の 工 具 材 料 を 好 適 に 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 切 削 条 件 と し て は 、 切 削 油 を 全 く 使 用 し な い 完 全 ド ラ イ 加 工 や 微 量 ミ ス ト を 使 用
す る セ ミ ド ラ イ 加 工 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 上 記 の よ う な 、 ド リ ル １ ０ に お い て は 、 シ ン ニ ン グ 面 １ １ と 逃 げ 面 １ ２ と ３ 番 面 １ ３ と
に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い な い の で 、 ド リ ル １ ０ の 加 工 能 率 が 低 下 し た 際 に
、 こ れ ら の 面 を 容 易 に 再 研 磨 す る こ と が で き る 。 一 方 で 、 被 加 工 材 を 加 工 す る た め の す く
い 面 １ ４ に は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 切 削 油 の 使 用 が ほ と ん ど な い ド
ラ イ 加 工 に お い て ド リ ル １ ０ に よ り 被 加 工 材 の 加 工 を 行 っ て も 、 す く い 面 １ ７ に 切 削 屑 が
溶 着 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い な い
シ ン ニ ン グ 面 １ １ や 逃 げ 面 １ ２ や ３ 番 面 １ ３ 等 は 、 被 加 工 材 を 加 工 す る 際 に 切 削 屑 と の 溶
着 が 特 に 問 題 と な ら な い 部 分 で あ る 。 な ぜ な ら 、 シ ン ニ ン グ 面 １ １ は 、 加 工 刃 部 １ ６ の 先
端 中 央 部 に 形 成 さ れ 、 切 削 加 工 時 に 被 加 工 材 と 直 接 接 触 す る も の で あ る が 、 加 工 刃 部 １ ６
が 回 転 し て 加 工 刃 部 １ ６ の す く い 面 １ ４ に よ り 被 加 工 材 が 加 工 さ れ る 際 に 、 回 転 の 中 心 と
な る た め に 切 削 加 工 自 体 に は 特 に 関 与 し な い た め で あ る 。 ま た 、 逃 げ 面 １ ２ は 、 被 加 工 材
の 切 削 加 工 に お い て 、 ド リ ル １ ０ と 被 加 工 材 と が 干 渉 し な い よ う に す る た め の も の で あ り
、 被 加 工 材 を 直 接 切 削 す る 部 分 で は な く 、 シ ン ニ ン グ 面 １ １ と 同 様 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １
７ が 形 成 さ れ て い な く て も 、 切 削 屑 の 溶 着 は 特 に 問 題 と な ら な い 。 ３ 番 面 １ ３ に お い て も
、 逃 げ 面 １ ２ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 上 記 の よ う な 本 発 明 の ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 製 造 方 法 に つ い て 図 ２ を 用 い て 説 明
す る 。 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 円 柱 形 上 の 工 具 母 材 に 対 し て 外 径 研 磨 を 行 う 。 こ
の 際 、 一 部 が 加 工 刃 部 １ ６ と な る 工 具 母 材 を シ ャ ン ク に 保 持 し た 状 態 で 当 該 工 具 母 材 の 加
工 を 行 う こ と が で き る 。 つ い で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 工 具 母 材 の う ち 加 工 刃 部 と な
る 予 定 の 部 分 （ 加 工 刃 部 予 定 部 分 ） に す く い 面 １ ４ と な る 溝 を 形 成 す る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ
１ ２ が 、 す く い 面 形 成 工 程 に 相 当 す る 。 こ の す く い 面 形 成 工 程 は 、 例 え ば ド リ ル 刃 溝 研 削
盤 に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 す く い 面 １ ４ と な る 溝 が 形 成 さ れ た 段 階 で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 工 具 母 材 の
加 工 刃 部 予 定 部 分 に Ｃ Ｖ Ｄ に よ り ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を コ ー テ ィ ン グ す る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ
１ ３ が 皮 膜 形 成 工 程 に 相 当 す る 。 工 具 母 材 の 表 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 す る に 際 し て
は 、 周 知 の Ｃ Ｖ Ｄ 装 置 を 使 用 す る こ と が で き 、 例 え ば マ イ ク ロ 波 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 装 置 を 使
用 す る こ と が で き る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に よ り 、 す く い 面 １ ４ と 外 周 面 １ ６ と を 含 む 工 具 母
材 の 表 面 に は 、 膜 厚 が 例 え ば ５ μ ｍ ～ ２ ０ μ ｍ 、 表 面 に お け る 結 晶 粒 径 が ２ μ ｍ 以 下 の ダ
イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 す く い 面 １ ４ 及 び ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ た 工
具 母 材 の 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 先 端 を 切 断 加 工 に よ り 切 り 落 と す 。 工 具 母 材 の 加 工 刃 部 予 定
部 分 を 切 断 す る に 際 し て は 、 ワ イ ヤ ー カ ッ ト や 砥 石 に よ る 切 断 等 の 方 法 を 採 用 す る こ と が
で き る 。 こ の と き 、 工 具 母 材 の 先 端 を 切 り 落 と す 取 り 代 は 比 較 的 大 き く 取 る こ と が で き 、
ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ た 工 具 母 材 か ら 直 接 刃 付 け す る よ り も 、 比 較 的 簡 単 に 加
工 す る こ と が で き る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ４ が 先 端 落 し 工 程 に 相 当 す る 。 こ れ に よ り 、 加 工
刃 部 予 定 部 分 の 先 端 部 の 少 な く と も 一 部 に は ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い な い 状
態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 加 工 刃 部 予 定 部 分 の ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ
て い な い 先 端 部 の 一 部 か ら 逃 げ 面 １ ２ 、 ３ 番 面 １ ３ 、 シ ン ニ ン グ 面 １ １ を 形 成 す る 。 こ れ
ら の 面 は 、 加 工 刃 部 予 定 部 分 の 先 端 部 を 研 削 加 工 す る こ と に よ り 行 う こ と が で き る 。 具 体
的 に は 、 周 知 の ド リ ル 研 削 装 置 に よ り 行 う こ と が で き る 。 こ の と き 、 工 具 母 材 の 加 工 刃 部
予 定 部 分 の 先 端 部 に は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い な い の で 、 シ ン ニ ン グ 面 １
１ と 逃 げ 面 １ ２ と ３ 番 面 １ ３ と を 容 易 に 研 削 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら の 面 を 研 削
す る 際 に 、 ド リ ル 研 削 装 置 の 砥 石 を 損 傷 さ せ に く い 。 こ れ ら シ ン ニ ン グ 面 １ １ と 逃 げ 面 １
２ と ３ 番 面 １ ３ と を 形 成 す る ス テ ッ プ Ｓ １ ５ が 刃 付 け 工 程 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 上 記 の よ う な 本 発 明 に か か る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル １ ０ 及 び そ の 製 造 方 法 の 効 果 を 実 証 す
る た め 、 以 下 の よ う な 実 験 を 行 っ た 。 ま ず 、 実 施 例 と し て 、 図 ２ に 示 す 方 法 に よ り 、 加 工
刃 部 の す く い 面 と 外 周 面 に は ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る も の の 、 シ ン ニ ン グ 面 と
逃 げ 面 と ３ 番 面 （ 再 研 磨 面 ） と に は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い 図 １ に 示 す よ
う な ド リ ル を 作 製 し た 。 ド リ ル 径 は ５ ｍ ｍ で あ り 、 先 端 角 は １ ２ ０ ° で あ り 、 ２ 番 逃 げ 角
は １ ０ ° で あ り 、 ３ 番 逃 げ 角 は ３ ０ ° で あ る 。 次 に 、 比 較 例 １ と し て 図 １ に 示 す ド リ ル １
０ と 同 一 形 状 で は あ る が 、 加 工 刃 部 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い ド リ ル を 作 製
し た 。 ド リ ル の 作 製 工 程 は 、 図 ２ の コ ー テ ィ ン グ （ 皮 膜 形 成 工 程 ） と 先 端 落 し 工 程 を 行 わ
な い よ う し た も の で あ る 。 次 に 、 比 較 例 ２ と し て 、 従 来 技 術 で 示 し た よ う な 加 工 刃 部 の 全
体 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る ド リ ル を 作 製 し た 。 具 体 的 に は 、 図 ４ に 示 す よ う
に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 工 具 母 体 の 外 径 を 研 磨 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 工 具 母
材 に す く い 面 と な る 溝 を 研 削 加 工 し た 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 実 施 例 と は 異 な
り 工 具 母 材 の 表 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 す る 前 に 工 具 母 材 の 先 端 部 に シ ン ニ ン グ 面 と
逃 げ 面 と ３ 番 面 （ 再 研 磨 面 ） と を 形 成 し た 。 こ れ ら シ ン ニ ン グ 面 と 逃 げ 面 と ３ 番 面 と の 形
成 は 、 実 施 例 と 同 様 の 方 法 に よ り 行 っ た 。 そ し て 、 最 後 に ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 加 工
刃 部 が 完 全 に 形 成 さ れ た 状 態 の 工 具 母 材 の 表 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 を 形 成 し た 。 ダ イ ヤ モ
ン ド 皮 膜 の 形 成 は 、 実 施 例 と 同 様 の Ｃ Ｖ Ｄ に よ り 行 っ た 。 比 較 例 ２ に か か る ド リ ル の 形 状
も 図 １ に 示 す 実 施 例 の ド リ ル と 同 様 の 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の よ う な ド リ ル を 用 い て 、 被 加 工 材 と し て ア ル ミ 合 金 鋳 物 （ Ａ Ｄ Ｃ １ ２ ） を 切 削 加
工 し た と き の 継 続 加 工 可 能 な 加 工 能 率 を 実 施 例 と 比 較 例 と で 比 較 し た 。 継 続 加 工 可 能 な 加
工 能 率 と は 、 加 工 刃 部 及 び す く い 面 （ 刃 溝 ） に 切 削 屑 が 溶 着 せ ず に 加 工 で き る 加 工 能 率 で
あ る 。 切 削 加 工 の 条 件 は 、 切 削 油 を 用 い な い 完 全 ド ラ イ 加 工 で あ り 、 加 工 形 状 は φ ５ × １
５ 、 切 削 速 度 は １ ５ ７ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る 。 結 果 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に お い て 、 （ １ ） が 比
較 例 １ で あ り 、 （ ２ ） が 比 較 例 ２ で あ り 、 （ ３ ） が 実 施 例 で あ る 。 図 ３ を 見 て わ か る よ う
に 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 の 全 く な い 比 較 例 １ に 比 べ て 、 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 加 工 刃 部 に 形 成
さ れ て い る 比 較 例 ２ 及 び 実 施 例 に お い て は 、 継 続 加 工 可 能 な 加 工 能 率 が 大 幅 に 向 上 し て い
る 。 か つ 、 比 較 例 ２ と 実 施 例 と を 比 較 す る と 、 加 工 刃 部 の 再 研 磨 面 （ シ ン ニ ン グ 面 と 逃 げ
面 と ３ 番 面 ） に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な い 実 施 例 に お い て も 、 加 工 刃 部 の 全 体
に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い る 比 較 例 ２ と 同 様 の 加 工 能 率 を 実 現 で き る こ と が わ か
る 。 つ ま り 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 に お い て は 、 再 研 磨 が 必 要 な 再 研 磨 面 （ シ ン ニ ン グ 面
、 逃 げ 面 、 ３ 番 面 ） に ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜 が 形 成 さ れ て い な く て も 、 加 工 刃 部 に 切 削 屑 が 溶
着 し な い 高 い 加 工 能 率 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ド リ ル 状 工 具 に お い て 説 明 し た が 、 切 削 屑 の 溶 着 が 問 題 と な
る と と も に 、 逃 げ 面 等 の 再 研 磨 の 必 要 な 面 を 有 す る そ の 他 の 工 具 に も 適 用 で き る も の で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に か か る ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 及 び 比 較 例 の 継 続 加 工 可 能 な 加 工 能 率 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 比 較 例 に お け る 加 工 刃 部 の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 ド ラ イ 加 工 用 ド リ ル （ ド ラ イ 加 工 用 工 具 ）
　 １ １ 　 シ ン ニ ン グ 面
　 １ ２ 　 逃 げ 面
　 １ ３ 　 ３ 番 面
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　 １ ４ 　 す く い 面 （ 刃 面 ）
　 １ ５ 　 外 周 面
　 １ ６ 　 加 工 刃 部
　 １ ７ 　 ダ イ ヤ モ ン ド 皮 膜

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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